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平
成
31
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
総
額
30
億
７
，
４
８
３
万
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１
億
１
，
１
７
４
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。
予
算
規
模
は
、
全
体
的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
事
業
全
体
の
見
直
し
を
行
い
、
財
源
の
確
保
や
事
業
の
厳
選
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
重
点
事
業
等
の
予
算
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
４
割
を
占
め
る
普
通
交
付

税
は
、
平
成
30
年
度
実
績
を
考
慮
し
、

前
年
度
当
初
予
算
額
よ
り
、
３
，
１

０
０
万
円
増
額
の
12
億
６
，
０
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
別
交
付

税
は
、
９
，
０
０
０
万
円
と
な
り
、

地
方
交
付
税
全
体
で
13
億
５
，
０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
耐
震

対
策
緊
急
促
進
事
業
完
了
や
道
路
改

良
事
業
の
一
部
竣
工
に
よ
り
７
４
４

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県

支
出
金
に
つ
い
て
は
林
道
改
良
事
業

や
選
挙
費
に
対
す
る
補
助
金
等
に
よ

り
、
前
年
と
比
較
し
て
増
加
し
て
い

ま
す
。

地方交付税	��国から一定の行
政水準を確保す
るために、地方
に交付されるお
金

町税	�����町民の皆さんや
企業が町に収め
る税金 

町債	�����特定の目的のた
めに、町が国や
金融機関から借
り入れるお金 

繰入金	����主に積立金（基
金）を取り崩し
一般会計に繰り
入れるお金 

国庫・県支出金	特定の目的のた
めに、国・県か
ら交付されるお
金 

地方譲与税	��国税として徴収
した自動車重量
税や地方揮発油
税などの一部か
ら町へ配分され
るお金

総務費	���町政全般の管理費等に使われるお金
（交通安全対策・乗合タクシー・選
挙・広報発行など）

土木費	���町道などの整備や管理に使われるお
金（道路除雪・町道管理・町営住宅
管理など）

民生費	���高齢者・障がい者・児童などの福祉
に使われるお金（民生委員・敬老会・
障がい者支援など）

公債費	���町債（町の借入金）の返済にあてる
お金（町が国などから借りたお金を
返すためのお金）

教育費	���義務教育や生涯学習などに使われる
お金（小中学校支援・川口高校支援・
生涯学習・公民館事業）

衛生費	���住民健診や予防接種、ごみ処理など
に使われるお金

消防費	���消防、水防、災害対策に使われるお
金 （金山町消防団・消防施設管理など）

商工費	���観光・商工業の振興に使われるお金
（沼沢湖水まつり・観光事業など）

農林水産業費	農林水産業の振興などに使われるお
金（農業振興・林道修繕など）

議会費	���議員の報酬や議会の運営に使われる
お金（議会だより発行・議会運営など）

その他	���災害復旧費・予備費など

歳入用語の説明

歳出用語の説明

歳入

平
成
₃₁
年
度
予
算

歳
入
の
状
況

県支出金
2億3,023万円
（7.5%）

地方交付税
13億5,000万円
（43.9%）

町税
4億8,746万円
（15.9%）

国庫支出金
1億3,321万円
（4.3%）

繰入金
2億9,782万円
（9.7%）

町債
2億9,757万円
（12.7%）

諸収入
6,655万円
（2.1%）

地方譲与税
2,740万円
（0.9%）

その他
9,091万円（3.0%）

30億7,483万円

（　　）は構成比
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歳
出
に
つ
い
て
は
昨
年
度
に
比
べ
る

と
総
額
は
増
額
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
投
資
的
事
業
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
事
業
は
金
山
町

振
興
計
画
に
掲
げ
る
主
要
な
施
策
に
沿

っ
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
４
－
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
事

業
の
効
果
的
な
実
施
が
望
ま
れ
ま
す
。

歳出

特
別
会
計
に
つ
い
て

歳
出
の
状
況

特 別 会 計

会　計　名 平成31年度当初予算額 平成30年度当初予算額 前 年 度 比

国民健康保険事業勘定
※医療費など ３億１，９１６万円 ３億３，３５５万円 １，４３９万円減

国民健康保険施設勘定
※診療所の運営など １億５，１９１万円 １億５，４９２万円 ３０１万円減

簡易水道事業 ２億４，２９８万円 ２億４，２６２万円 ３６万円増

農業集落排水事業
※田沢地区 ３９５万円 ３８９万円 ６万円増

介護保険 ６億８２４万円 ５億８，６５９万円 ２，１６５万円増

特定地域生活排水処理
事業　※合併浄化槽 １億２，７１２万円 １億１，４９５万円 １，２１７万円増

後期高齢者医療 ４，６３３万円 ４，７７４万円 １４１万円減

特定環境保全公共下水
道事業　※川口地区 ３，９６２万円 ３，９３２万円 ３０万円増

▼
主
な
ハ
ー
ド
・
投
資
的
事
業

◦
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
	

１
億
３
，
４
０
０
万
円

◦
川
口
駅
前
線
改
良
事
業

	

１
億
円

◦
町
営
住
宅
建
設
事
業

	

６
，
２
１
０
万
円

◦
小
中
学
校
及
び
保
育
所
空
調
設
備

設
置
事
業

	

２
，
７
４
０
万
円

▼
主
な
ソ
フ
ト
事
業
等

◦
道
路
除
雪
事
業

	

９
，
８
６
３
万
円

◦
住
民
健
診
事
業
（
が
ん
検
診
を
含
む
）	

	

７
１
１
万
円

　

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
は
、
被
保

険
者
の
減
少
等
に
よ
り
、
前
年
度
比
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
会
計
に
お
い
て
は
施
設
給
付

費
等
の
増
加
に
伴
い
今
後
も
増
加
傾

向
に
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

30億7,483万円

総務費
6億1,967万円
（20.2％）

民生費
3億7,777万円（12.3％）

土木費
3億7,921万円
（12.3％）

消防費
2億5,680万円
（8.3％）

公債費
3億7,207万円
（12.1％）

商工費
2億264万円
（6.6％）

農林水産業費
1億6,139万円（5.2％）

衛生費
2億8,561万円
（9.3％）

議会費
4,920万円（1.6％）

その他
6,052万円（2.0％）

教育費
3億995万円
（10.1％）

（　　）は構成比
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⃝

人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

　

事
業
内
容
の
見
直
し
に
よ
り
助
成

対
象
が
５
年
に
一
度
か
ら
３
年
に
一

度
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
も
ら
い
、

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
可

能
と
し
、
町
民
一
人
一
人
が
健
康
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

⃝

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
入

浴
や
排
泄
な
ど
の
身
体
介
護
と
調
理

や
掃
除
な
ど
の
日
常
生
活
を
補
助
す

る
生
活
介
護
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
に
な
っ
て
も
、
障
が
い
が
あ

っ
て
も
い
つ
ま
で
も
金
山
町
で
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
町

で
唯
一
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
所

「
ゆ
う
ゆ
う
」
を
支
援
し
、
福
祉
の

向
上
に
努
め
ま
す
。

⃝

防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業

　

防
災
無
線
設
備
の
老
朽
化
や
電
波

法
の
改
正
に
よ
り
、
現
在
使
用
し
て

い
る
電
波
が
使
用
で
き
な
く
な
る
た

め
、
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行

い
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
災
害
時
の
緊

急
連
絡
を
防
災
無
線
だ
け
で
な
く
エ

リ
ア
メ
ー
ル
等
で
素
早
く
知
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
様
々
な
機
能
が
追
加
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
環
境
づ
く
り

　

町
で
は
、
多
様
な
事
業
に
よ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
主
な
重
点
事
業
や
新
規
・
拡
充
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

屋外スピーカーも
更新されます

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

�

町
づ
く
り
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⃝

赤
カ
ボ
チ
ャ
種
子
固
定
事
業

　

町
の
特
産
品
で
あ
る
奥
会
津
金
山

赤
カ
ボ
チ
ャ
の
品
質
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

生
産
者
に
、
よ
り
良
い
種
子
で
栽
培

し
て
も
ら
い
色
・
形
・
味
の
向
上
を

目
指
し
、
今
ま
で
以
上
に
奥
会
津
金

山
赤
カ
ボ
チ
ャ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

⃝

官
民
学
交
流
事
業

　

福
島
大
学
食
農
学
類
が
実
施
す
る

農
学
実
践
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
９
市
町
村
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
農
山
村
が
抱
え
る
課

⃝

渡
し
舟
観
光
施
設
整
備
事
業

　

渡
し
舟
を
利
用
す
る
観
光
客
の
増

加
に
伴
い
利
用
客
の
利
便
性
を
図
る

た
め
、
ト
イ
レ
の
設
置
や
桟
橋
の
整

備
な
ど
を
し
て
い
き
ま
す
。

⃝

小
中
学
校
及
び
保
育
所

　
　
　
　
　

空
調
設
備
設
置
事
業

　

近
年
の
地
球
温
暖
化
に
よ
り
室
内

に
お
い
て
も
熱
中
症
に
よ
る
事
故
が

⃝

外
国
語
指
導
助
手
設
置
事
業

　

小
学
校
で
の
英
語
教
育
義
務
化
を

見
据
え
て
、
小
学
校
の
英
語
教
育
の

学
習
環
境
の
整
備
や
中
学
校
で
の
英

語
学
力
向
上
の
た
め
町
単
独
で
の
外

国
語
指
導
助
手
を
設
置
し
ま
す
。

⃝

町
営
住
宅
整
備
事
業

　

町
内
定
住
者
や
町
へ
の
移
住
希
望

者
が
入
居
で
き
る
住
宅
の
整
備
を
上

横
田
地
区
で
進
め
て
い
き
ま
す
。
今

年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業

も
含
め
２
棟
４
世
帯
の
住
宅
を
整
備

し
ま
す
。

財
政
状
況

地
域
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
産
業
の
振
興

次
世
代
を
担
う
若
者

　
　
･
子
育
て
世
代
の
支
援

　

町
の
財
政
状
況
は
、
財
政
健
全
化

判
断
比
率
を
見
て
も
健
全
な
状
況
と

言
え
ま
す
が
、
歳
入
の
４
割
を
占
め

る
交
付
税
や
国
の
財
政
政
策
等
に
よ

る
影
響
が
大
き
く
関
係
し
ま
す
。

　

ま
た
近
年
の
投
資
的
事
業
に
か
か

る
公
債
費
が
増
加
す
る
見
通
し
の
た

め
、
楽
観
視
で
き
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
財
源
の
確
保
に

努
め
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
事

業
の
効
果
的
な
実
施
と
健
全
な
財
政

運
営
を
心
掛
け
て
事
業
を
執
行
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

金山町の特産品　奥会津金山赤カボチャ

川霧の中をゆっくり進む渡し舟　霧幻峡

体操教室で汗を流す子どもたち

題
を
大
学
と
町
が
と
も
に
考
え
る
事

業
で
す
。

全
国
的
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、

町
内
の
小
中
学
校
及
び
保
育
所
に
空

調
設
備
の
設
置
を
進
め
、
よ
り
快
適

な
学
習
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
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　３月１３日、金山中学校で卒業証
書授与式が行われ、９名の卒業生一
人一人に佐藤校長から卒業証書が手
渡されました。式では卒業生を代表
し若

わか

林
ばやし

英
えい

莉
り

さん（川口）が「私た
ちを支えてくださった全ての人に感
謝し旅立ちます」と力強く答辞を述
べました。在校生や先生方、保護者
に祝福された卒業生は、それぞれの
道へ歩き出しました。

　３月２２日、金山・横田両小学校
において、卒業証書授与式が行われ
ました。卒業証書を受け取った卒業
生はそれぞれの保護者の前に立ち、
無事に卒業証書を受け取ったこと
を報告し、感謝の気持ちを伝えまし
た。金山小学校１１名、横田小学校
１名の卒業生が６年間を過ごした
学び舎を旅立ちました。

会場が感動で包まれた全校生徒による合唱

横田小学校全児童による合唱

卒業証書を受け取る小
お

川
がわ

悠
ゆう

介
すけ

さん（横田）

卒業証書を受け取る横
よこ

山
やま

杏
あん

莉
り

さん（川口）

楽しかった小学校の思い出に涙をこらえる卒業生

力強い答辞を述べる若
わか

林
ばやし

英
えい

莉
り

さん

横田小学校

金山中学校

金山・横田小学校

金山小学校

卒
業
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楽しかった思い出を胸に
町内保育所で修了おいわいの会

伝統文化の素晴らしさを後世へ
ヒロロ細工のバッグ作り

　川口保育所・橫田保育所の修了おいわいの会
が３月２６日に行われました。川口保育所を修
了する６名に保育証書が手渡されました。１人
ずつ保育証書を受け取った子どもたちは、大き
な声で将来の夢を発表しました。

　同じく橫田保育所で、３名が保育証書を受け
取り両親に「いつもお仕事頑張ってくれてあり
がとう」「お弁当を作ってくれてありがとう」
と感謝の気持ちを伝えていました。
　最後は子どもたち全員で、これまでの思い出
を振り返りながら歌を歌い修了の喜びを分かち
合いました。

　３月１４日橫田公民館で、三島町の生活工芸
館から秦

はた

愛
あい

子
こ

先生を講師に招き「ヒロロ細工体
験講座」が開催されました。
　秋のうちに原材料のヒロロなどを近くの山で
採取して、準備を進めてきた参加者は、みな真
剣な表情で作業に没頭していました。

　１つのバッグを作るのに縄よりから始めて、
約１月半もの時間がかかるヒロロ細工のバッグ
は、編み目が細かくとても美しいのが特徴で
す。昔はヒロロでミノやかごなどが編まれてい
ましたが、今では目にする機会もほとんどなく
なりました。
　参加者たちは、「この地域の伝統文化を後世
へ伝えていきたい」と話していました。
　なお、この事業は福島県森林環境交付金を活
用し、実施されました。

修了に喜び元気いっぱい歌う子どもたち（横田保育所）

涙を拭いて頑張った修了式（川口保育所）

一編み一編み丁寧に根気よく作り上げます

編み目が細かく美しいヒロロバッグ
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東北農民管弦楽団第６回定期演奏会
金中生が賛助出演で歌声を披露

町民の健康を守りたい
健康長寿サポーター養成講座開催

仲良く遊ぼうね
町内保育所で入所おめでとうの会

　３月３日、御神楽館で東北農民管弦楽団第６
回定期演奏会金山公演が開催されました。東北
農民管弦楽団は宮沢賢治の「農民芸術概論」に
共感する農業関係者が集まってできたオーケス
トラです。オーケストラ約７０名によるクラシ
ックコンサートで、ワーグナーやベートーベン
の曲が演奏されました。賛助出演として、金山
中学校の生徒が金山中学校校歌などを歌い共演
しました。

　３月１９日、開発センターで健康長寿サポー
ター養成講座が開催されました。
　食生活・運動・社会参加の「３本の柱」に取
り組む人を増やし、町の健康の輪を広げようと
いうものです。金山町と会津美里町から３５名
の地域協力員や保健協力員が参加しました。会
津保健福祉事務所の栄養技師吉

よし

田
だ

百
もも

花
か

さんの講
話の後、グループごとに情報交換が行われまし
た。
　参加者たちは、地域の保健推進体制などを話
し合い、互いの町にとって有意義な研修会とな
りました。

　４月２日、町内保育所の入所おめでとうの会
が各保育所で開かれました。川口保育所には３
名、横田保育所には２名の子どもたちが新たに
加わりました。どちらの保育所でも、名前を呼ば
れると元気に返事ができた子どもや恥ずかしそ
うに母親の胸に顔を隠してしまう子もいました。
　在所児童は元気に歌を歌って新入所児を歓迎
しました。また「これから仲良く遊ぼうね」と
声をかけ、優しくメダルをプレゼントしました。

健康長寿について活発に意見が飛び交っていました

オーケストラと共に美しい歌声を披露した金中生

かわいい女の子が３人入所しました（川口保育所）

みんなで仲良く「はいチーズ」（横田保育所）ちょっと恥ずかしいけど元気にお返事しました（横田保育所）
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金山小学校 横田小学校

第36回藍のまち羽生さわやかマラソン大会
一足早い春を感じながら完走

町内外から棋士が集まり
熱戦を繰り広げる囲碁将棋大会

　金山町の友好都市である埼玉県羽生市で３月
１０日、第３６回藍のまち羽生さわやかマラソ
ン大会が開催されました。金山町からは金山中
学校生・川口高校生・一般の方２２名が招待選
手として大会に参加しました。
　大会当日は羽生市長より激励のあいさつをい
ただき、友好都市との交流を深めました。天候
にも恵まれ、他選手や沿道の方々からの声援を
受けながら、参加した選手全員が完走しました。

　３月１７日、川口集会所で川口公民館が主催
する囲碁将棋大会が開催されました。
　町内外から幅広い年代の約３０名の囲碁・将
棋愛好家が訪れ対局しました。長考する場面も
多く見受けられ熱戦を繰り広げました。参加者
は「例年より参加してくれる人数が増えてくれ
て嬉しい」「これから町の囲碁・将棋の競技人
口が増えて大会もさらに盛り上がってくれたら
嬉しい」と話していました。

　４月８日に町内の小学校で入学式が行われま
した。金山小学校では６名、横田小学校では３
名の児童が新たな気持ちで門をくぐりました。
　新入生の皆さんおめでとうございます。

歓迎の言葉を述べる６年生

さわやかな風を感じながら走りきった参加者

緊張ぎみの新入生

元気いっぱい３名の新入生

歓迎の演奏をする鼓笛隊

熱気を帯びた大会となりました

入 学
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お
知
ら
せ

こ
れ
か
ら
の
予
定

今月の納税

納め忘れに
ご注意して
ください

◦
固
定
資
産
税　
　

第
１
期
・
全
期

◦
軽
自
動
車
税　
　
　
　
　
　

全
期

納期限は

5月7日
です

　

小
学
生
が
放
課
後
に
公
民
館
を
利

用
し
、
学
習
し
た
り
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
を
体
験
し
交
流
す
る
教
室

で
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
と
安
全
を

見
守
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
勤
務
場
所

　

中
央
公
民
館
ま
た
は
横
田
公
民
館

▼
勤
務
時
間

　

平
日
の
午
後
３
時
30
分
～

�

午
後
６
時
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
…
教
育
委
員
会

	

☎
54
︲
５
３
３
３

　

野
生
山
菜
の
販
売
（
卸
売
り
含

む
）、
加
工
品
の
製
造
、
宿
泊
や
飲

食
施
設
で
の
食
事
の
提
供
に
は
、
生

産
者
登
録
を
し
た
方
か
ら
仕
入
れ
た

山
菜
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
自
ら
採
取
し
た
山
菜
を
使
用
す

る
場
合
も
生
産
者
登
録
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
野
生
の
こ
し
あ
ぶ
ら
は

桧
枝
岐
村
産
を
除
き
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
産
業
係

	

☎
54
︲
５
３
２
２

表
　
　
　
彰

募
　
　
　
集

案
　
　
　
内

金
山
町
体
育
協
会
表
彰

放
課
後
子
ど
も
教
室
安
全
管

理
員
を
募
集

山
菜
類
の
出
荷
販
売
等
に
つ
い
て

★
４
月
★

▼
17
日（
水
）

◦
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
30
分
～

�

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
20
日（
土
）

◦
横
田
小
学
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
資
源
回
収

　

午
前
８
時
30
分
～�

横
田
地
域

◦
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

�

愛
好
者
大
会

　

午
前
10
時
～�

御
神
楽
館

▼
21
日（
日
）

◦
金
山
町
消
防
団
春
季
検
閲
式

　

午
前
10
時
～�

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
27
日（
土
）

◦
沼
沢
湖
周
辺
施
設
オ
ー
プ
ン

★
５
月
★

▼
８
日（
水
）

◦
防
犯
教
室

　

午
後
１
時
50
分
～�

金
山
小
学
校

▼
９
日（
木
）

◦
行
政
相
談

　

午
前
10
時
～
正
午
ま
で

�

役
場
１
階
住
民
相
談
室

◦
自
由
参
観
給
食
試
食
会

　

午
前
８
時
40
分
～
午
後
１
時
30
分

�

金
山
小
学
校

　

３
月
27
日
に
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
行
わ
れ
た
金
山
町
体
育
協
会
総

会
の
席
上
で
、
平
成
30
年
度
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

▼
菅
家　

靖
一
郎
（
本
名
）

・
金
山
町
体
育
協
会
会
長

�

【
6
年
間
】

優
秀
団
体
賞

▼
か
ね
や
ま
（
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

・
第
71
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
会
津

地
域
大
会�

優
勝

・
第
71
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
両
沼

大
会�

優
勝

▼
金
山
町
商
工
会
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

・
平
成
28
年
度
～
30
年
度
職
域
対
抗

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
男
子
の
部
）

�

優
勝
（
３
年
連
続
）

▼
金
山
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
男
子

・
第
16
回
福
島
県
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
男
子
の
部
）�

準
優
勝

▼
金
山
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
女
子

・
第
16
回
福
島
県
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
女
子
の
部
）�

準
優
勝

期　間
５月１１日（土）〜２０日（月）
までの１０日間
運動期間中のスローガン
　「とび出さない
　　　いったんとまって
� みぎひだり」

春の全国交通安全
運動

金山町交通対策協議会
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自家消費用食品等の放射性
物質簡易測定の結果について

※厚生労働省が定める一般食品の放射性セシ
ウムの基準値は１００ベクレル／㎏です。

　町では自家消費用の食品等について放射線
測定を役場と横田出張所で行っています。
　なお、販売用食品の測定については産業係
にお問い合わせください。
◎問い合わせ　
　保健福祉係　☎５４－５１３５
� （自家消費用食品について）
　横田出張所　☎５６－４１１１
� （自家消費用食品について）
　産　業　係　☎５４－５３２２
� （販売用食品について）

　複数の検体を測定している場合は最低値と
最高値を表示しています。
（測定年月日平成30年 3 月 1 日～平成31年 3 月31日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。（単位：ベク
レル/㎏）

品　名 測定件数 未検出数 セシウム
（１３４＋１３７合計値）

焼却灰 1 0 875.4

地下水 3 2 ND〜16.7

　

４
月
１
日
付
け
で
監
査
委
員
に
、

栗
田
傳
三
郎
さ
ん
（
本
名
）
が
新
た

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。　

　

任
期
は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

４
年
間
で
す
。

　

４
月
１
日
付
け
で
金
山
町
交
通
教

育
専
門
員
に
栗
田
傳
一
さ
ん
（
本

名
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

  
４
月
１
日
付
け
で
橫
田
公
民
館
長

に
栗
城
英
雄
さ
ん
（
山
入
二
）
が
新

た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

２
年
間
で
す
。

　

４
月
１
日
付
け
で
沼
沢
公
民
館
長

に
五
ノ
井
忠
道
さ
ん
（
水
沼
）
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

２
年
間
で
す
。

　

４
月
１
日
付
け
で
行
政
相
談
委
員

に
渡
邊
新
太
郎
さ
ん
（
板
下
）
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

２
年
間
で
す
。

人
　
　
　
事

監
査
委
員

交
通
教
育
専
門
委
員

橫
田
公
民
館
長

沼
沢
公
民
館
長

行
政
相
談
委
員

栗
くり

田
た

　傳
でん

三
ざぶ

郎
ろう

さん渡
わた

邊
なべ

　新
しん

太
た

郎
ろう

さん

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

⃝

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

　

大
竹　

和
彦
さ
ん　
　
　

三
万
円

⃝
神
奈
川
県
藤
沢
市

　

浦
澤　

ヒ
ロ
子
さ
ん　
　

三
万
円

⃝
東
京
都
杉
並
区

　

新
井　

佑
輔
さ
ん　
　
　

一
万
円

⃝
福
島
市

　

宮
崎　

恭
平
さ
ん　
　
　

一
万
円

⃝
群
馬
県
玉
村
町

　

井
田　

雅
也
さ
ん　
　
　

一
万
円

⃝
神
奈
川
県
川
崎
市

　

羽
田　

丈
紀
さ
ん　
　
　

五
千
円

⃝
神
奈
川
県
横
浜
市

　

松
崎
さ
ん　
　
　
　
　
　

五
千
円

　
（
名
字
の
み
掲
載
希
望
）

⃝
匿
名
希
望
の
方
二
十
一
名
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

十
六
万
五
千
円

広
報
送
付
に
対
し
て

⃝

神
奈
川
県
藤
沢
市

　

浦
澤　

ヒ
ロ
子
さ
ん　
　

二
万
円

⃝
会
津
若
松
市

　

長
谷
川　

慶
一
郎
さ
ん　

一
万
円

　

ご
寄
付
は
広
報
紙
の
充
実
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
寄
付
は
地
域
の
活
性
化
事
業
な

ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
来
月
号
よ
り
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
へ
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
の
掲

載
を
割
愛
し
ま
す
。
件
数
・
金
額

の
み
公
表
し
ま
す
。
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・
住
民
課
住
民
税
務
係

▼
一
般
行
政
職

・
住
民
課
保
健
福
祉
係

・
教
育
委
員
会
教
育
係

・
保
健
師
（
住
民
課
保
健
福
祉
係
）

・
建
設
課
建
設
係

▼
保
健
師

▼
保
育
士

・
保
育
士
（
川
口
保
育
所
）

　

次
の
と
お
り
４
月
１
日
付
け
で
新
し
い
副
町
長
が
県
よ
り
着
任
さ
れ
、
新

た
に
７
名
の
職
員
が
採
用
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
退
職

　

３
月
31
日
付
け
で
次
の
と
お
り
離

任
・
退
職
し
ま
し
た
。

▼
仁
井
田　

聡
（
副
町
長
）

▼
目
黒　

隆
明
（
議
会
事
務
局
長
）

▼
須
佐　

あ
か
ね
（
保
育
士
）

新
し
い
町
職
員
を
紹
介
し
ま
す

寺
てら

島
しま

　由
ゆう

悟
ご

須
す

佐
さ

　勇
ゆう

太
た

郎
ろう

金
かね

成
なり

　隆
たか

寛
ひろ

唐
から

橋
はし

　元
げん

樹
き

前
まえ

川
かわ

　泰
たい

志
し

鈴
すず

木
き

　裕
ゆう

樹
き

佐
さ

藤
とう

　琴
こと

李
り

阿
あ

部
べ

　みずほ

　
平
成
31
年
度
新
し
い
区
長
が
決
ま
り
ま
し
た
（
敬
称
略
）

地
　
区
　
　
氏
　
　
　
　
　
名

川
　
口　
　

越　

尾　

新　

吉

小
栗
山　
　

栗　

城　

重　

政

八
　
町　
　

押　

部　

　

一

玉
　
梨　
　

栗　

城　

庄　

吉

西
　
谷　
　

長
谷
川　

　

海

本
　
名　
　

菅　

家　

靖
一
郎

橋
　
立　
　

長
谷
川　

幸　

雄

大
　
志　
　

中　

丸　

耕　

司

板
　
下　
　

山　

口　

敏　

哉

宮
　
崎　
　

目　

黒　
　
　

謙

上
　
田　
　

星　
　
　

光　

雄

水
　
沼　
　

五
ノ
井　

傳　

助

上
大
牧　
　

渡　

部　

勇　

吉

下
大
牧　
　

諏　

江　

康　

幸

高
　
倉　
　

五
ノ
井　

光　

信

大
栗
山　
　

加　

藤　

賢　

享

福
　
沢　
　

若　

林　

豊　

曻

三
　
更　
　

加　

藤　

昭　

夫

沼
　
沢　
　

阿　

部　

和　

彦

横
　
田　
　

本　

名　

正　

之

上
横
田　
　

滝　

沢　

良　

一

土
　
倉　
　

星　
　
　

佳　

優

西
　
部　
　

新　

國　

啓　

一

大
　
塩　
　

菅　

家　

昭　

彦

滝
　
沢　
　

長
谷
川　

一　

夫

田
　
沢　
　

渡　

部　

勘　

治

山
入
一　
　

須　

佐　

不
二
彦

山
入
二　
　

栗　

城　

英　

雄

越
　
川　
　

横　

田　

一　

明

※
太
郎
布
地
区
に
つ
い
て
は
、
区

長
が
不
在
と
な
り
ま
す
。

★
着
任

▼
副
町
長
（
県
か
ら
の
派
遣
）

★
新
規
採
用
職
員
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止
水
栓
を
閉
め
て
い
た
住
宅
の
水

道
を
使
用
す
る
際
に
は
、「
開
栓
」

手
続
き
が
必
要
で
す
。
開
栓
手
数
料

は
、
１
回
に
つ
き
５
９
２
円
で
、
作

業
の
際
に
は
使
用
者
（
代
理
も
可
）

の
立
ち
会
い
が
必
要
で
す
。

▼
開
栓
の
流
れ

①
使
用
者
が
上
下
水
道
係
へ
連
絡

②
使
用
者
と
町
で
日
程
調
整

③
使
用
者
が
止
水
栓
及
び
水
道
メ
ー

タ
ー
の
除
雪
を
実
施
（
積
雪
時
）

④
使
用
者
（
代
理
も
可
）
が
立
ち
会

い
、
町
が
開
栓
作
業
を
実
施

⑤
使
用
者
が
手
数
料
を
支
払
う

※
開
栓
の
連
絡
は
、
希
望
日
の
一
週

間
前
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
土
日
・
祝
祭
日
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
な
ど
長
期
連
休
に
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
）

　

５
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の
間
に

町
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま

す
。
検
針
メ
ー
タ
ー
の
上
に
雪
が
あ

▼
浄
化
槽
設
置
の
条
件

　

現
在
、
生
活
雑
排
水
を
排
水
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
、
浄
化
槽
の
処
理
水

を
排
水
で
き
る
方

※
役
場
と
測
量
業
者
で
現
地
を
確
認

　

し
、
現
地
の
状
況
に
よ
っ
て
は
設

　

置
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係
	

☎
54
︲
５
３
１
５

水
道
の
開
栓
の
際
は
ご
連
絡
を

町
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
募
集

上
下
水
道
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

　町では定期的に町内水道水
の放射性物質モニタリング検
査を実施しています。
　３月２６日現在で町内水道
水から放射性セシウムは検出
されていません。
　◎問い合わせ…上下水道係
　　　　　☎５４−５３１５

水道水の放射性物質
検査結果　　　　　

る
場
合
は
、
お
手
数
で
も
取
り
除
い

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
漏
水
が
発
生

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
主

点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

みんなの只見線
乗ろう・守ろう・つなごう

講演を熱心に聞きメモをとる参加者

　金山町と只見町の観光受け入れ体制の連携を
深めるために設立された只見線活用連携体制構
築実行委員会（事務局：金山町役場復興観光
課）は、３月２４日に「JR只見線を活用した
観光ビジネス研修会」を金山町老人福祉センタ
ーにて開催しました。　
　会津大学短期大学部准教授の高橋延昌先生を
講師に迎え、２０人ほどが参加しました。研修
会では、「日本で最も高齢化率が高い奥会津地
域、危機感の再認識を！」「観光による交流人
口の拡大のみが切り札ではない。他の方法も模
索すべき！」という２つのテーマの講演が行わ
れました。高橋先生による豊富なデータや映像
資料を用いたわかりやすい講演に、参加者は熱
心に耳を傾けていました。

JR只見線を活用した観光ビジネス
研修会が開催されました

◎問い合わせ…復興政策係　☎５４－５２０３
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地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告

　

こ
ん
に
ち
は
。
株
式
会
社
奥
会
津

彩
の
里
で
協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て

お
り
ま
す
、
小
池
で
す
。
移
住
し
て

早
く
も
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
金
山

町
で
の
生
活
に
は
す
っ
か
り
慣
れ
、

町
の
方
々
と
の
お
付
き
合
い
も
充
実

し
て
き
ま
し
た
。

　

春
を
迎
え
研
修
先
で
は
田
植
え
、

種
ま
き
な
ど
繁
忙
期
を
迎
え
ま
す
の

で
、
し
っ
か
り
学
び
来
年
に
も
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
半
年

の
振
り
返
り
に
な
り
ま
す
が
、
活
動

先
で
の
活
動
の
他
、
町
内
の
イ
ベ
ン

ト
参
加
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
奥

会
津
地
域
で
行
わ
れ
た
催
し
な
ど
に

も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
後

も
継
続
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
お
会

い
し
た
際
な
ど
気
軽
に
声
を
お
か
け

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
金
山
町
の
魅
力
を
町
外
へ

発
信
す
る
た
め
２
月
下
旬
ま
で
三
島

町
の
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
で
、
写

真
展
を
開
催
し
好
評
を
博
し
ま
し

た
。
そ
の
ご
縁
か
ら
会
津
美
里
町
の

温
浴
施
設
ほ
っ
と
ぴ
あ
新
鶴
で
も
写

真
が
飾
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
美

し
い
金
山
町
の
風
景
を
町
外
の
方
に

も
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
多
く
の
方

に
来
町
し
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

金
山
町
の
魅
力
を

　
　
　
　
伝
え
た
い

小
こ

池
いけ

　豪
ひで

紀
とし

春の日差しを受けて優雅に走る只見線（下大牧）

　金山町では、若者定住対策及び少子化対策
の一環として２つの事業を行っております。
金山町に住んでいて今後も金山町に定住する
こと、町税等を滞納していないこと、若者
（※１）または子育て世帯（※２）のどちら
かに該当する方が対象となります。
　※１．４０歳未満の方
　※２．１８歳までの扶養者がいる方

（ただし、小中学生については町立学校
に、高校生については県立川口高等学校
に通学している生徒に限る。）

若者定住促進事業
住宅貸借者生活応援事業
　町内にある月額１０，０００円以上の賃貸
借住宅（民営か公営は不問）に暮らしている
方（世帯）、１月あたり５，０００円相当の
妖精の里商品券を支給します。支給対象期間
は、平成３０年１０月から平成３１年３月ま
でです。また、下記の職種に該当する方は対
象から除外されます。
◦転勤を伴うことが明らかな職種
◦公務員（町職員・教職員・県職員等）
◦その他町長が判断する者（職種）

申請にあたっては申請書等の提出が必要で
す。問い合わせも随時受け付けていますので
お気軽にご連絡ください。

� ◎問い合わせ…復興政策係
☎５４－５２０３

通勤生活応援事業
　昭和村・三島町・柳津町以外の町外の勤務
地に通勤（１月あたり１５日以上勤務）して
いる方（世帯）に、１月当たり５，０００円
相当の妖精の里商品券を支給します。支給対
象期間は平成３０年１０月から平成３１年３
月までです。
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就　職 退　職 進　学 卒　業 引っ越し

手続きが必要なとき 必要なもの

国保に
加　入

他の市区町村から転入したとき
転出証明書、印鑑
※県内市町村から転入する場合は、国保資
格取得年月日を記した証明書が必要です。

勤め先の健康保険を抜けたとき
（扶養から抜けたとき）　　　※1

社会保険資格喪失証明書（勤務先か
ら発行されます）、印鑑

生活保護を受けなくなったとき 生活保護廃止通知書

手続きが必要なとき 必要なもの

国保を
脱　退

他の市区町村へ転出するとき 国保保険証、印鑑

勤め先の健康保険に加入したとき
（扶養に入ったとき）　　　※1

社会保険の保険証のコピー又は社会
保険資格取得証明書（勤務先から発
行されます）、国保保険証、印鑑

死亡したとき 国保保険証、印鑑

生活保護を受け始めたとき 国保保険証

●●● 国民健康保険の手続きを忘れずに！●●●
～健康保険の切り替えや、限度額認定証等の発行には必ず手続きが必要です。～

　健康保険の資格が変更になったときは、国民健康保険の手続きが必要です。
　また、「限度額認定証」、「限度額適用・標準負担額減額認定証」の発行も申請が必要です。
　保険証や減額認定証等を役場に返納しただけでは手続きは完了しません。忘れずに役場で手
続きしましょう。

　国保税は、資格を得た日（例：退職のときは退職日の翌日）から発生します。その日まで
遡って国保税を納入しなくてはなりません。

（１）脱退前の国保税額で納税通知が送付されます（脱退の手続き後に、返還されます）。
（２）国保を脱退後、国保保険証を使ってしまうと、国保が負担した医療費を町に返してもら

います。社会保険になった場合は、社会保険の保険証が発行される前でも、医療機関等
に国保保険証を提示してはいけません。

注意‼ 加入の手続きが遅れると…

注意‼ 脱退の手続きが遅れると…

※１：会社の健康保険に加入・脱退したとき、国保は自動的に脱退・加入したり、会社側で手
続きしたりということはありません。必ず、ご本人や家族の方が手続きしてください。

◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５
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　坂下厚生病院における４月２７日～５月６日
までの長期連休期間中の診療体制についてお知
らせします。

４月３０日（火）・５月２日（木）は通常診療
となります。
（ 4月30日の精神科、皮膚科は休診となります）

診療時間：午前８時３０分～午後０時３０分
受付は、午前１１時３０分までとなります。

※診療科によっては、休診の場合もありますの
で、病院へお問い合わせください。

　空気が乾燥し火災が発生しやすい季節が続い
ています。山火事の多くは春先に集中して発生
しています。春先は、行楽や山菜採りのために
山に入る人が増加するほか、農作業に由来する
枯草焼きなどが山林に飛び火することも原因と
なっています。
　山火事のほとんどは、人の不注意によって発
生しています。一人ひとりが森林の大切さを認
識し、防災意識を高めることが最も大切です。
火災が発生した場合や発見した際には無理して
消火しようとせず、速やかに１１９番通報して
ください。

消防署からのお知らせ
山火事に注意！

坂下厚生総合病院
長期連休における診療体制について

会津坂下警察署からのお知らせ
なりすまし詐欺に注意！

　◎問い合わせ…会津坂下警察署
� ☎０２４２－８３－３４５１

◎問い合わせ…会津坂下消防署金山出張所
☎５５－３１００

◎問い合わせ…坂下厚生総合病院
☎０２４２－８３－３５１１

◎問い合わせ…宮下病院　☎５２－２３２１

病棟看護師のつぶやき
～笑いと健康について～
専門看護技師（兼）看護師長　押部　香澄

　さて皆様、最近大きな声で笑っています
か？『笑い』には、いいことがたくさんあり
ます。まず、脳の働きが良くなります。（認
知症予防に効果あり！）次に、心臓や肺・筋
力がアップし血行が良くなります。（老化防
止に最適！）そして自律神経のバランスが良
くなります。（ストレスが減って、免疫力ア
ップ！）ストレスが減るので、幸福感が得ら
れ、鎮痛作用まであるのです。その上『笑い』
には副作用がありません。誰にでもでき、必
要なのは笑おうとする気持ちだけ。しかも無
料です。
　しかし、現実は厳しく、自分ではどうしよ
うもないことがたくさんあります。それでも
笑う努力をしてみましょう。心の底から笑え
ないときは、作り笑いでも効果があります。
宮下病院では、出前講座を実施しています。
『笑いと健康』講座メニューがありますので、
ぜひお声かけください。

宮下病院だより宮下病院だより

アポ電強盗を知ってますか？
　息子などの家族や警察官などを装って被害
者方に電話をかけ、入院費用などの名目で金
銭を準備させたり、資産や現金保管状況、家
族の在宅状況などを聞き出した後、被害者宅
に押し入り被害者を縛り上げ現金を強取する
ものです。

家族の名前を名乗っても電話番号が変わって
いたら、電話を切って元の電話番号にかけ直
しましょう。

※警察官が資産や現金の保管状況を聞くこと
はありません。
　
留守番電話を使って、相手を
確認してから電話に出るよう
にしましょう。

寄贈された青竹踏み
せせらぎ荘でご利用いただ

けます

寄付に感謝
せせらぎ荘へ青竹踏み寄贈

　目黒一夫さん（大塩）
より青竹踏みが寄贈され
ました。
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プレミアム付
妖精の里商品券販売

図 書 室 だ よ り
○新刊紹介

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３３３
＊お一人様３冊まで２週間借りられます。（土曜日利用可）

○３月の公民館図書室利用状況
貸出冊数　７３冊（うち児童書　８冊）　DVD　１枚

金山町の人口（ 4月 1日現在）

世 帯 数　1,０47世帯（－12）
人　　口　2,040人　（－22）
　 男 　　　 986人　（－16）
　 女 　　1,054人　（－ 6）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

「気がつきすぎて疲れる」が驚く
ほどなくなる「繊細さん」の本
／武田友紀 著（飛鳥新社）
一般向け
　ささいなことが気になって
疲れる人へ「超・実践テクニ
ック集」！まわりに機嫌悪い
人がいるだけで緊張する、相
手が気を悪くすると思うと断
れない、細かいところまで気
づいてしまい、仕事に時間が
かかる、疲れやすくストレス
が体調に出やすい。そんな繊細な人達から、「人間
関係も仕事もラクになった！」と大評判。

おしりたんてい
いせきからのＳＯＳ
／トロル 著（ポプラ社）
児童向け
　おしりたんていのもとに届
いたのは、差出人不明の封
筒。中には暗号で書かれた手
紙と地図が入っていた。おし
りたんていと助手のブラウン
はまだ見ぬ依頼人を助けるた
め、地図に記されていたジャ
ングルの奥深くへと向かう。
仕掛けだらけの遺跡の中に足を踏み入れたふたり
を待ち受けていたもの、そして依頼人の正体とは
……。

あ の 人 こ の 人
３月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

♥
(
雪　下　　　明（本　名）
星　　　瑠　美（檜枝岐村）

霊よ安らかに

加　藤　ナリ子　（94歳）川　口
若　林　二　郎　（92歳）沼　沢
星　　　ユリ子　（86歳）川　口
角　田　　　勳　（77歳）西　谷
猪　俣　智　惠　（87歳）川　口

　購入時に住所・氏名を「購入書」に記入していただ
きます（用紙は販売店にあります）。
　販売店については、下記にお問い合わせください。
　加盟店によっては商品券が使用できない商品があり
ますので、使用の際に各店でご確認ください。

◎問い合わせ…金山町商工会　☎５４－２３１１
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金山町文化協会　第20回総合発表会
　３月２３日に御神楽館において、金山町文化協会の第２０回総合発表会が開催
されました。当日は、約２５０名の観客が集まり、発表者は日頃の練習の成果を
披露していました。

　地域の支え合いの情報をお待ちしています。
◎問い合わせ…社会福祉協議会

☎５５－３３３６

　町内５ヶ所で毎週開催している介護予防教室
の「いきいき生活倶楽部」と月２回開催してい
る集まり場の「ゆうゆうの会」において、ミニ
ミニサミットを行いました。参加者の住んでい
る地域にある良い支え合いや助け合いを話した
り、地域にあったらいいなと思う助け合いなど
について考えていただきました。その中で「地
域のお店がどんどんなくなり、ちょっとした買
い物をできるところがないので困っている」「お
店の車が送迎してくれたり、買い物バスなんか
があったらいいなあ」という意見がありました。
　今後も各地域でミニミニサミットを開催しま
す。皆さんのご意見をたくさん聞かせていただ
きながら、それぞれの立場でできることを共に
考えていきたいと思います。

かねやまの支え

地域のお宝　その１５　『ミニミニサミット』開催しました

愛

真剣に考える参加者たち

琴美会　舞踊『雪椿』

沼沢郷土芸能保存会『三番叟』

絵画や写真など多くの作品が並びました

恵会　舞踊『ことぶき』 金山宝生会　謡曲『箙』
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